
③宿主となる農
作物の基礎的情
報整理

④導入形質に関
する基礎的情報
整理

⑤承認に際し使用条
件を追加する必要性
の検討

④追加的なリスク評価方針の
策定等（⑥ 意見聴取を踏まえ
た修正）

⑤関係者からの意
見聴取

第一種使用規程の承認申請・審査

予
備
的
情
報
収
集

隔
離
ほ
場
試
験
申
請
に
係

る
審
査

情
報
収
集

評価書作成
（申請者）

②ほ場試験結果
　分析（承認取得者)

③関係者からの意見
聴取（申請ごとに審
査報告書をパブコメ)

①評価・管理に関するガイ
ダンスの策定

①申請予定に関す
る情報の収集

開発の中止

①ほ場試験実施
　（承認取得者）

隔
離
ほ
場
試
験
申
請
に
係
る

事
前
相
談

②申請予定情報の
  リスト化

遺伝子組換え農作物のｶﾙﾀﾍﾅ法に基づく審査・管理に係る標準手順書ﾌﾛｰﾁｬｰﾄ

新たな導入形質
や宿主の場合

評価・管理に関する
ガイダンスだけでは
評価項目等が不十
分と判断する場合

②申請に係る事前の
相談

③リスク評価方針
の追加的な策定等
の判断

①申請書類確認
②審査

（必要な管理措置の追加、
審査報告書の作成）
④承認可否決定

一般使用申請の判断
　(承認取得者)

○審査報告書とは
　審査官及び学識経験者による審査・検討過程に
おける意見や最終的な評価をまとめたもの。
　具体的には、これまでの①識者意見、②評価書概
要に加え、③承認に係る主務大臣の判断案（承認
の可否の案）、④審査経過から構成される。

隔離ほ場試験
不要の場合



(凡例)

評価書作成
（申請者）

②モニタリング結果
分析（承認取得者・
リスク管理者）

③見直しの
  必要性判断

妥当であれば、リス
ク管理措置を継続

④関係者からの意見聴
取

①モニタリング実施
（承認取得者・リスク管理者）

書類
情報収集・
整理・分析

策定・作
成

意見聴取・
情報提供

判断 管理措置の実施管理措置
の検討

一
般
使
用
申
請
に
係
る

事
前
相
談

リ
ス
ク
管
理
措
置
等
の
見
直
し

③追加的なリスク評価方針の変更
等（⑤意見聴取を踏まえた修正）

④関係者からの意見聴
取

一
般
使
用
申
請
に
係
る

審
査

③関係者からの意見
聴取（申請ごとに、
審査報告書をパブコ
メ)

生物多様性影響が確認される場合、リスク管
理措置･審査・評価・方針等の見直し

①申請に係る事前の相
談

（ほ場試験結果、モニ
タリング報告書等）

ほ場試験結果
等を踏まえ

評価・管理に関するガイダンス、隔離ほ
場試験時の追加的な評価方針では評
価項目等が不十分と判断する場合

①申請書類確認
②審査

（必要な管理措置の追加、
審査報告書の作成）
④承認可否決定

②追加的なリスク
評価方針変更等
の判断



遺伝子組換え農作物のｶﾙﾀﾍﾅ法に基づく審査・管理に係る標準手順書ﾌﾛｰﾁｬｰﾄ

(凡例)

①国外の開発・栽培状況、
　リスク管理措置等の情報収集

②情報管理票の作成

海外から国内への未承認組
換え農作物の流入発生

③見直しの必
要性判断

②収集した情報の分析

未承認遺伝子組換え農作物の混入への対応

初
期
作
業

リ
ス
ク
管
理
措
置
の
検
討
・
実
施

リ
ス
ク
管
理
措
置
等
の
見
直
し

③関係者への
情報提供

③関係者への
情報提供

・検査法の開発
・水際検査の実施
・関係者への注意喚起
・開発者への承認申請依頼　　　等

危機管理

妥当であれば、リス
ク管理措置を継続

⑦関係者からの意見
聴取

④関係者からの
意見聴取

⑤リスク評価方針の策定

②リスク管理措置の実施

①見直しに必要な情報収集
（開発者・関係国・リスク管理者）

緊急時対応ﾏﾆｭｱﾙに基づく対応

①リスク管理措置検討

④リスク管理措置検討の優先度づけ

情報収集・
整理・分析

策定・作
成

意見聴取・
情報提供

判断 管理措置の実施管理措置
の検討

必要度や緊急度
に応じて

生物多様性影響が確認される場合、リスク管
理措置･審査・評価・方針等の見直し

⑥リスク評価


